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ジ
ャ
ン
ル
別
収
集〈
貿
易
銀
編
〉

ド
ク
ト
ル
・
マ
サ

　

今
回
は
、
こ
こ
数
年
入
手
困
難
に
な
っ

て
い
る
貿
易
銀
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
一
円
銀
貨
は
、
明
治
七
年
の
政

府
の
布
告
に
よ
り
、
竜
図
面
に
ロ
ー
マ
字

のO
N

E　

Y
E

N

の
左
右
に
416
・
900
の
数

字
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
量
目
416
グ

レ
イ
ン
・
銀
品
位

1000
分
の
900
を
表
示
し
た

も
の
で
す
。
政
府
が
国
内
通
貨
の
他
に
東

洋
市
場
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
貿
易
一
円

銀
貨
を
制
定
し
た
も
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
は
そ
の
当
時
、
東
洋
市
場
で
圧
倒

的
な
勢
力
を
占
め
て
い
た
の
は
、
量
目
が

417
グ
レ
イ
ン
も
あ
る
メ
キ
シ
コ
八
レ
ア

ル
銀
貨
で
し
た
。
こ
れ
に
気
付
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府
が

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
、
メ
キ
シ
コ
銀
貨
よ
り
も

銀
が
多
い
、
量
目
420
グ
レ
イ
ン
（
二
七
・
二
グ
ラ
ム
）・

銀
品
位

1000
分
の
900
の
、
ト
レ
ー
ド
・
ダ
ラ
ー
の
製
造
を

始
め
、
こ
れ
に
習
い
日
本
も
ま
た
明
治
八
年
二
月
二
八

日
か
ら
貿
易
一
円
銀
貨
の
形
式
を
変
更
し
ま
し
た
。
量

目
を
ア
メ
リ
カ
貿
易
銀
と
同
じ
420
グ
レ
イ
ン
（
二
七
・
二

グ
ラ
ム
）
に
増
や
し
、
竜
図
面
に
「420 G

R
A

IN
S　

T
R

A
D

E　

D
O

LLA
R　

900　

F
IN

E

」
と
英
文
で
明

示
し
、
菊
紋
面
も
漢
字
表
記
で
貿
易
銀
と
し
て
い
ま
す

（
資
料
１
）。

　

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
・
日
本
両
政
府
の
思
惑
は
見
事
に

外
れ
ま
し
た
。量
目
が
420
グ
レ
イ
ン
に
な
っ
た
事
に
よ
り
、

目
ざ
と
い
清
国
商
人
が
目
を
付
け
、
こ
の
銀
量
の
多
い
ト

レ
ー
ド
・
ダ
ラ
ー
が
市
場
に
出
回
る
と
争
っ
て
手
に
入
れ

て
い
き
、
鋳
潰
し
て
利
益
を
得
て
い
っ
た
の
で
す
。
ま
た

そ
の
当
時
こ
の
両
国
の
ト
レ
ー
ド
・
ダ
ラ
ー
は
知
名
度
が

低
か
っ
た
の
も
原
因
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
日
本
の
貿
易
銀
は
明
治
八
年
、
九
年
、

一
〇
年
の
三
年
間
の
短
命
に
終
わ
り
、
明
治
一
一
年
か

ら
は
通
常
の
一
円
銀
貨
の
発
行
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　

貿
易
銀
は
三
年
間
で
三
、〇
五
六
、六
三
八
枚
発
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
鋳
潰
し
に
よ
っ
て
大
量
に
失
わ
れ

た
た
め
に
現
存
数
が
少
な
く
、
日
本
の
近
代
銀
貨
の
希

少
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
荘
印
を
埋
め

た
修
正
品
や
贋
造
品
が
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に

多
数
出
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貿
易
銀
の
年
号
面
は
基
本
的
に
一
種
類
の
刻
印
で
、

菊
紋
面
は
四
種
類
の
基
本
的
な
刻
印
が
存
在
し
ま
す
。

次
に
菊
紋
面
の
四
種
類
の
刻
印
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
大
桐
タ
イ
プ
（
画
像
１
）

　

全
体
的
に
浅
い
彫
り
で
、
桐
葉
が
全
体
に
大
き
く
特

に
第
一
〇
葉
が
右
に
大
き
く
せ
り
出
し
て
お
り
ま
す
。

最
前
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
、
短
支
脈
タ
イ
プ
（
画
像
２
）

　

主
葉
の
中
央
を
走
る
主
脈
か
ら
出
る
支
脈
の
下
か
ら

三
本
目
の
枝
脈
の
先
端
部
が
短
く
分
か
れ
て
い
る
も
の

で
支
脈
は
互
生
で
す
。
こ
れ
は
明
治
八
年
と
九
年
に
見

ら
れ
、
特
に
明
治
九
年
銘
は
稀
少
タ
イ
プ
で
す
。

三
、
長
支
脈
タ
イ
プ
（
画
像
３
）

　

主
葉
の
中
央
を
走
る
主
脈
か
ら
出
る
支
脈
の
下
か
ら

資料１　『太政類典』第二編 明治八年二月二八日　
貿易銀の図面（上）と円銀の図面（下）
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